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1995年 １２月15日発行（隔月奇数月発刊） 点訳通信２４・２５号

日本ライトハウス

盲人情報文化センター

第２４・２５号 点字製作係点 訳 通 信
〒550 大阪市西区江戸堀1-13-2

℡ 06-441-0015

私 の 点 訳 ラ イ フ

遠く離れて

栄 郁夫

横須賀という思わぬ土地に転居してから７年、電話をしても分かち書きなどの質疑応答だけで、世

間話もそこそこに打ち切る、新しい情報も点訳通信で拝見するだけ（？）というコミュニケーション

の少なさに、何か点訳に関しては島流しになっている感じです。

こちらに来てからは、最初のうちこそ、疑問点には電話指導を受けていましたが、最近は年寄りの

不無性と図々しさ、それに一字一字点字器で打っていた時とは違い、コンピュータでは、比較的修正

が簡単なことを良いことに、「間違っておれば直してもらえるだろう、校正表が送られてから次回へ

の参考にすればよい」というようになってしまいました（校正の方々にはご迷惑をおかけしますが、

お許し下さい）。

１節打っては読み返し、１日の最後に再チェック、１巻が終わると再々チェック、全巻打ち終わる

と見直しを２回もしているのに、それでも校正表で同じミス、落点、誤打等が指摘されてきますので、

自分でもボケもここまできたのかと、がっかりしては、気を取り直してコンピュータに向かっていま

す。

それにしても、遠く離れるのは、淋しいですね。 （さかえ いくお）
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点訳Ｑ＆Ａ

下総、室生犀星、青梅などの「う」はどのように表記すればよいのでしょうか。長音符を

Ｑ 使うという方もいらっしゃいますし、「う」と書くという意見もききました。ＩＣＣＢでは

どのように決まっているのでしょうか。また、上記のような例で、ほかに紛らわしい地名や

人名がありましたらそれも教えて下さい。

下記のように記述して下さい。

Ａ ◇ （桐生） （柳生）     

◇ （荻生徂徠） （知立市）  

点訳Ｑ＆Ａ

再び「なくなる」について

「なくなる」について再検討しました。次の「なくなる」は分かち書きします。

①［形容詞］＋［なくなる］

②［なくなる］の前につぎのような助詞がある場合

･････で（なくなる）

･････では（なくなる）

･････じゃ（なくなる）

･････しか（なくなる）

･････でも（なくなる）

③ 不定を表す言葉（誰、何、何処、何時など）に助詞の「も」「にも」が付き、その後

に「なくなる」が続く場合

上記の結果、点訳通信・第２３号 Ｑ＆Ａ の「なくなる」に関する質問への回答を次のように訂正

致します。

（１）１５年という歳月が町並みを変え、昔の面影など何処にもなくなってしまっていることを知

って･･･････

（５）怖いものは、何もなくなった。

この２例の「なくなる」は、上記の③に相当しますので分かち書きします。
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点訳Ｑ＆Ａ

点訳していて、歴史上の人物（実在したらしいが、あまり有名でないため調べがつかない

Ｑ 人物）が、しばしば出てきます。音訳の方はどうしておられるのでしょうか。

また、放送などでの小説の朗読などの場合も、どうしておられるのか知りたいものです。

点訳でも音訳でも固有名詞の調べには泣かされます。今回の質問のうちで、放送に関する

Ａ ものは、放送局や制作者、作品の内容により千差万別と考えられますし、また、放送番組は

当センターと違い視覚障害者を特に意識して製作されたものではないので今回は割愛させて

いただくことにして、録音担当者と点訳ボランティアの方々にインタビューをしてきましたのでそれ

を答えとさせていただきます。

［録音担当者へのインタビュー］

盲人情報文化センターにある辞書や公共図書館などで調査してもわからないものについては原本の

内容などを考慮しながら下記のような処理を行っています。

出版社や著者への問い合わせは係りとの相談のうえ行うようにしており、音訳者が直接問い合わせ

などはしないようにしています。

処理１．推定読みをする

○特に推定読みをしていることは断らない。

＊本文中に出てくるが主要な人物でなく（小者？）、調査も付かない場合。

○推定読みをすることを断る

＊推定読みを行う数にもよるが、かなりある場合、「録音凡例」などで調査のつかない人物につ

いては推定読みをしていることを断る。

＜例＞戦争体験集、詩集などの著者の読みの調査がつかない場合など。

処理２．推定読みをして漢字の説明をする

○漢字を補足しておく方がよい場合

小者とも言えないような時や何回か出てくるような場合で、推定読みだけでは済まないような

とき、その場で断って漢字の説明をした上で推定読みをする。

処理３．漢字の説明をする
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［点訳ボランティアへのインタビュー］

聞き慣れない人名や地名の読みに関する苦労は、点訳者なら誰でも経験しているに違いありません。

そのような時、どのように難所をクリヤ－したか、また“まる秘”の調べ方情報などを何人かの方に

うかがいました。

Ｋさんの場合：

（１）まず手持ちの辞書で引いてみます。

（２）情報文化センタ－にある辞書で引きます。３階でお会いするボランティアの方にも聞いてみ

ます。

（３）地域の図書館や、大きな図書館へ行って調べます。

⇒ それでも分からない時は？

（４）地名なら最寄りの市区町村や県の役所などに電話をかけます。（北海道までかけたこともあ

りますよ！）

（５）以前にはよく電話番号を調べるふりをして、ＮＴＴの電話番号案内に電話をかけて教えても

らいました。無料でしたから便利だったんですが、今は有料になりましたのであまり使わな

くなった奥の手です。

（６）それでも分からなかったら、音読みか一般的な読み方で点訳します。

Ｍさんの場合：

（１）～（３）についてはＫさんと同じです。

⇒ それでも分からない時は？

（４）学校の先生をしている友人や、専門分野に詳しい知人を大いに頼りにしています。

（５）実は今も、読みが分からないところがある為に未完成の本を持っているんです。是非、皆さ

んの Know How をお聞きしたいです。

その他：

◎地図の索引や郵便番号簿を利用しています。「小山」が「おやま」か「こやま」かの見当をつけ

るぐらいには役立ちます。

◎ときどき、本屋さんで立ち読みをします。人のおおぜい入っている大きなお店でないとしにくい

ですけれど････

◎子供が通っている学校の先生と知り合いになり、子供の卒業後もお世話になっています。

◎百科辞典の地図には難読地名索引や消滅市区町村一覧が載っているので便利です。

◎中ノ島図書館や夕陽が丘図書館の電話によるリファレンス・サ－ビスを利用しています。
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お知らせ

再び 目次について

点訳図書の「目次」の書き方について整理して見ました。以下の説明は、１行３２マスを前提にし

ています。

(1) １枚目の第１行中央（１５マス目）に「目次」と書き、次の行に中央１２マス棒線を引きます。

(2) 「目次」が１枚でおさまる場合はページの必要はありません。２枚以上に渡る場合は、ページ行

に「 ◇ 」「 ◇ 」「‥‥‥」というようにページ数を入れます。従来   

「 」「 」とページ数を入れる方法が多かったのですが、これは点字器で点訳す 

る場合、ページ数に割り当てられているマスが４マスしかなかったためで、ページ行に３２マス

かけるわけですから、「目次」を「 」と縮める必要はありません。「 ◇ 」の書  

き出し位置ですが、数符が本文のページ欄の数符の位置と同じ位置に来るようにして下さい。自

動ページ付け機能を使った場合、点訳ソフトによってその位置は異なります。

(3) 見出しは、いちばん小さい見出しを行頭から書き、あとは本文の見出しの序列にしたがって、

例えば５マス目、３マス目、１マス目と入ったように、行頭の書き出し位置に変化を持たせて下

さい。見出しが長い場合は、行末に各該当ページ数の数符の前の空白に文字がかからないように

行移しし、１行目の書き出しより二マス下げて書いて下さい。

(4) 該当ページ数は、２９マス目に数符をそろえるように書いて下さい。

(5) 見出しと該当ページとの間は２の点で結びますが、その際、見出しの次のマスとページの数符

の前のマスを空白にします。２の点が２つまたは１つしか入らない場合はこれを省略します。

(6) 「まえがき」「あとがき」等は、その図書を通して最も大きい見出しの書き出し位置とそろえ

て下さい（本文では６マスあけの見出しとなりますので、本文の序列と目次での扱いが必ずしも

一致しません）。

(7) 目次の終わりには、そのページに入れば中央１２マス棒線を引いて下さい。

(8) その巻に見出しが一つしかない場合、目次は必要ありませんが、見出しが数字だけであったり、

「第１章、第２章」だけという場合も目次を作って下さい。

なお、前の巻からの「 」とその巻で始まる見出しがある場合、見出しは２つ

あるということになります。

(9) 目次は点字書１巻分の見出しと該当ページとを書きますが、本の内容によっては第１巻に全巻
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の目次をつけた方がいいような場合もあります。そんな場合には、目次の終わりを示す中央１２

マス棒線の次の行を１行あけ、行頭７マス目から「第２巻以降の目次」として書いて下さい。

「第２巻以降の目次」の内容は、大見出しのみ（場合によっては中見出しまで）の比較的大ざ

っぱなもので結構です。該当ページ数の欄には、２巻以降のページ数ではなく、巻数を書いてい

ただけば結構です。

なお、総目次は２巻目以降に入れる必要はありません。

(10)原本に、ページ数の表示のない小見出しが書き並べてあったり、本文の梗概、本文にはない副

題などが書かれている場合があります。本文の梗概や本文にはない副題については、点訳書では

本文に移した方がいい場合も多いと思われますし、ページの表示のない小見出しについても「点

訳書の目次には必要ない」とは言い切れませんので、職員又は各曜日のスーパーバイザーの方に

ご相談下さい。

(11)本文と目次の両方にある長い副題は、点訳書の目次では省いていただいて結構です。

(12)見出しが長くて２行以上に渡る場合、一つの見出しが２ページにまたがらないように配慮して

下さい。

ミニミニ点訳講座

一般書の中の数式の扱い方

近ごろは科学の分野での軽い読み物なども増えて、本の中に数式や化学式がでてくる例も増えてき

たようです。そこで今回は数式の扱いについてお話しします。 原則はたいへん簡単で、数式が独立

して書いてあれば、その通りに行頭を２マスあけて式だけを書き、文章の中で数式が使われていると

きは、式の前後を２マスあけて書くというものです。この時、式の一番はじめの字がｙとかｘなどア

ルファベットの場合は外字符をつけます。（最近までこの外字符はつけていませんでしたのでご注意

下さい。） ここで数式と呼んでいるのは、＝、＋、－、×、÷など、何らかの数学上の記号が含

まれているものの事で、アルファベットや数字１字だけのものは、数式として扱いません。

（例）息子は15＋27というようなくりあがりのある計算になると‥‥

◇◇ ◇◇ ◇ ‥‥    

中学生になってｙ＝ｘ＋3などと書いてある教科書を見て‥‥

◇ ◇◇ ◇◇ ◇ ‥‥    
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この表の値は次の式で計算した。

Ｖ＝(ｎ＋1)S

◇ ◇ ‥‥   

 ◇◇

りんごの数をｘ，みかんの数をｙであらわします。

        ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

５と８をかけると４０になります。

◇ ◇ ◇ ◇ 。    

また、式が言葉で書いてある事もよくあります。その時は言葉を第１括弧でくくります。

（例）三角形の面積＝底辺×高さ÷2

◇◇ ◇ ◇◇ 

なお、式が書いてあるから必ず式を書かなければならないというわけではなく、一番はじめの例な

どは「 ◇ ◇ ◇ ◇ 」と言葉になおした方がよいかもしれません。     

特に分数は言葉になおした方が分かりやすい場合が多いと思います。

（例）米の値段が去年の4/5にさがった。

     ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ひとつのりんごを1/4ずつ分けて食べた。

      ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

言葉になおすときは、＋を「タス」とするか「プラス」とするか、＝を「は」とするか「イコ－

ル」とするかよく考える必要があります。

式でかく時に特に注意して頂きたいのは、数学の「小かっこ」（ ・・・ ）と文章中の「丸かっ 

こ」（ ・・・ ）が、墨字では同じ形ですが点字では違うことです。くれぐれもおまちがえのない 

ように！

算数記号は「点訳のてびき」の後ろの方にのっていますが、これだけでは足りないことが多いと思

います。その時は「点字数学記号解説」（辞書をおいてある棚にあります）を見て下さい。なお、数

式の点訳では、特別なかっこを使わなくてはならない場合がよくありますので、ごく単純な式以外は

点訳する前にご相談下さい。 （分数を含む式は特に要注意です。）
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あなたならどうする？

第１回目の「あなたならどうする？」コーナーに、２人から点訳案をいただきました。この案に関

する ならびに、第２回目の を募集しております。また、「こんなのはどう

点訳するのだろう」と思われた原稿もお待ちしています。

Ｏさんの案

     ◇ ◇ ◇ ◇

  ◇ ◇

Ｈさんの案
？？？（まま） → 疑問符はこのまま書いて（まま）と入れる。

問 題 Ａ

景気浮揚の基礎科学

不景気対策ということだそうで、わが国では1993年も、補正予算が大々的に編成されました。政府

がお金をもうけてもらいたいと思う人に、お金をバラまくのが補正予算の目的です。つまり、「不景

気対策」というわけです。

1992年の補正予算は「施設」関係ばっかりが通りました。最終段階まで、採用になる、と思われて

いた予算が、土壇場で、施設関係に切り替えられたなんてザラだったそうです。といってもピンと来

ないかもしれませんね。「施設」って「土建」のことなんです。去年は、土建業界にお金をバラまく

ための補正予算だったというわけです。

1993年は「新社会基盤」という？？？な触れ込みです。したがって大学関係にもかなり回ってくる

のだそうです。もう「公共事業」で土建屋さんにバラまこうにも「事業」するところがなくなってし

まったのです。大学なら施設が荒れ放題だからかなりお金をバラまける、そんな話なのでしょう。

［注］『1993年は「新社会基盤」という？？？な触れ込みです。』はどの様に点訳されますか？ 下

線は分かりやすくするために引いたもので、点訳とは関係ありません。
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Ｏさんの案

    ◇ ◇ ◇



    ◇ ◇ ◇ ◇



    ◇ ◇ ◇ ◇



   ◇ ◇ ◇

 ◇

  ◇ ◇

Ｈさんの案

文中の符号については筆者が言葉の代わりにたまたま“オタマジャクシ”や“シャープ”を使っ

ているだけだと思います。内容についても特に音楽の話ではなく、一般的な教育論なので「音楽

関係の符号」にこだわる必要はないのでは‥‥。従って、ここは、○○でも△△でも、何でも代

用していいと思います。

問 題 Ｂ

教育論の非科学

面高家に夕食をよばれたときのことです。お兄ちゃんの俊樹君が妹のみさきちゃんにボタンの穴か

がりを教えてあげていました。うまくいかなくて半分かんしゃくだったみゆきちゃん、やっとごきげ

んをなおしたようです。

そんなことで驚いたり感激したりしたりしているのはもう時代遅れなのでしょう。でもそれとまっ

たく反対のことも聞きますね。①「近ごろの子供って もできないんだってね」というセリフです。

そして人々は学校教育、過程教育、社会教育を嘆くのです。

その議論、ホントにバカげていてきらいです。それに、そんな議論する人って、決まって偉そうに、

鼻の穴を大きく広げてしゃべるでしょ。そんな人ってタンポポの種みたいにどこかに飛んでいってし

まえばいいと思うんです（もっとも飛んでいった先で繁殖するともっといやですね）。

②近ごろの子供たちにできない と＃＃、大人になってから必要のないことばっかりです。そん

なものを習うこと、大人が許していないのです。「いい学校」に入って、「いい大人」になることを

大人たちは願っているのです。③ や＃＃ができたって大人たちは喜ばない、子供たちがなにより

もわかっているから、④子供たちは や＃＃ができるようにならないのです。

今の世の中、どんなことでもお金でできてしまいます。ボタンの穴かがりだって、⑤＃＃だって

だって、みんなお金でできてしまいます。人間のこころがそっちの方にシフトしてしまっているの

です。それが学校教育、社会教育、家庭教育に反映しているだけのことです。そして、鼻の穴を大き

くふくらませて、偉そうに教育を嘆く人たちこそがその真犯人なのです。
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皆さんいかがですか、ご意見をお待ちしています。また、下記のワープロの説明書は、どのように

点訳されますか。「点訳道場」へご意見をお寄せ下さい。道場やぶり大歓迎！！

！
ワープロには １ とか Ｑ といった具合に、同じキーにひらがなと英数字と記号が同居

ぬ た

している。

あらかじめ＜ひらがな＞という下のほうについているキーを押したうえでキーボードを叩けばひら

がながディスプレイに表示される。

＜英数＞キーを押してから＜シフト＞というキーを左手で押しながら、 Ｂ Ｂ
こ こ

Ｔ Ｏ と叩けば、＜ＢＢＴＯ＞と表記される。
か ら

＜シフト＞キーを押さずに打つと＜ｂｂｔｏ＞と小文字になる。

＜ひらがな＞キーを叩いて打ち直すと、＜ここから＞となった。

次は＜３ｑｄ０＞である。

＃ “
＜ひらがな＞キーを押して、 ３ ぁ Ｑ Ｄ ０ を を叩くと、＜あたしわ＞と

あ た し わ

なった。

「ここから、あたしわ‥‥‥‥？ 最後の＜わ＞は＜を＞のことだろうな。ふたつは同じキーに同居

しているからな」

次は問題の＜ｑｒ：ｑ＠ｄｗ＞だが‥‥。

＊ ×
Ｑ Ｒ ： 』 Ｑ ＠ 『 Ｄ Ｗ となった。

た す け た “ し て

「そうか‥‥＜＠＞は、濁点の記号と同居していたんだ。通して読むと‥‥」

＜ここから あたしを たすけだして＞
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パソコン講座

― 楽しいＭＳ－ＤＯＳ ―

○ディスプレイとは

文字や絵を表示する装置をディスプレイまたはＣＲＴ（Cathod Ray Tube;陰極線管）と言います。

パソコンのディスプレイが家庭用のテレビと違うのは画面の制御方式で、パソコンでは表示領域を

ヨコ６４０×タテ４００個のドット（点）に分け、このドット単位で何色にするか、どの様な明るさ

にするかといった情報を与えて画像を構成しています。

パソコンから送られてくる情報をどういう形で受け取るかによりアナログ型とデジタル型に大別さ

れます。日電のパソコンユーザーにお馴染みなのはアナログＲＧＢと呼ばれるデータ送受方式の物で

す。

普通のディスプレイの大きさは１４インチか１５インチで、最近の流行はよりスクェア（四隅が丸

くない）で、フラットな（平面に近い）ブラウン管の物です。また、ＷＩＮＤＯＷＳやＤＴＰの普及

に伴い、高解像度型や１７～２１インチの大型ディスプレイもよく見られるようになってきました。

また、携帯型のパソコンでは液晶のディスプレイがよく利用されています。こちらは８インチから

１０インチ程度の物がほとんどです。ＣＲＴと比べた長短は以下の通りです。

長所

薄くできる

消費電力が少ない

短所

明暗の差が少なく見づらい

画面正面から少しはずれると極端に見づらくなる

追随性が悪く、速いマウスカーソルの動きなどが表示しきれない

モノクロが基本。カラー製品もあるが高価

最近は速い技術進歩のおかげで液晶の短所もずいぶんと改善されてきました。しかしそのような物

は依然、高価です。

＊ディスプレイのドットピッチとは

同じ様な形で価格の高いディスプレイは、画面上の光の１つの点の大きさが小さいのです。これが

細かいほどよりハッキリとした輪郭できれいな絵や文字が表示できます。

この指標がドットピッチという数字で表されています。できるだけ小さい（０.３ミリ以下）物を選

ぶようにした方が、目の疲れが少なくなります。
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○プリンタとは

文字や絵を印刷する装置のことをプリンタと言います。

プリンタで印刷する事により画面上ではわかりにくかった文章が非常にわかりやすくなったり、画

面上では見えなかった部分が見えるようになり全体のレイアウトがわかるという効果があります。

印字の方法によって

熱転写（サーマルヘッド）プリンタ

ドットインパクトプリンタ（ワイヤードットプリンタ）

インクジェットプリンタ

レーザープリンタ（ページプリンタ）に大別されます。またそれぞれの特徴は以下の通りです。

熱転写（サーマルヘッド）プリンタ

熱で溶ける特殊なインクがフィルム付いていて、ヘッドの熱でそのインクを溶かして紙に印字する

方式のプリンタを熱転写プリンタと言います。プリンタ自体の値段は安いのですが印字スピードが少

し遅い（最近はだいぶ速くなってきましたが）のが欠点です。プリンタリボンが１回しか使えないた

めランニングコストが高くなる（これも最近は何度も使用できるリボンがでてきました）のも欠点で

す。値段が安いため個人向きです。

（ワイヤードットプリンタ）ドットインパクトプリンタ

ヘッドに針が縦に並んでいてその針が紙との間にはさんだインクリボンをたたいて印字する方式の

プリンタをドットインパクトプリンタ（単にドットプリンタとも言います）。２４本針が並んでいた

ら２４ドットプリンタで４８本並んでいれば４８ドットプリンタとなります。

印字スピードは比較的高速で、インクリボンも繰り返して何度も使用できるのでランニングコスト

が低いのが特徴です。また感圧複写式の用紙でも使用できます。しかし、宿命的に騒音がひどく、深

夜に自宅で使うにはかなりの図太い神経と忍耐強い隣人を必要とします。本体の値段はバラエティー

に富んでいますが総じて熱転よりは高めで、オフィスなどでのビジネスユースが多いようです。

インクジェットプリンタ

ヘッドの孔から直接インクを噴射して印字する方式のプリンタをインクジェットプリンタと言いま

す。比較的高速でランニングコストも低く、静かであることから最近人気がでてきているようです。

値段が比較的高めなのと印字した文字が水で滲むのが欠点です。バブルジェットプリンタもこの仲

間です。バブルジェットというのは、インクの噴出方法の一種です。

レーザープリンタ（ページプリンタ）

コピーと全く同じ原理でトナー（黒い粉）を紙に貼り付ける方式のプリンタ。１ページずつ印刷す

るのでページプリンタとも言います。

非常に高速で、あまりうるさくなく、また印字もきれいですが本体の値段が高いのが欠点です。ま

た、トナーの値段が高いためランニングコストもかなり高くなります（A4 １枚で１０円近くかかりま
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す）

オフィス向けが現在の普及の中心のようですが、各社ともパーソナルユーザーの開拓に余念がない

ので、近い将来主流のプリンタとなるでしょう。

＊ドットとは

パソコンの世界では文字も絵も点の集まりと考えます。この点１つをドットと言います。ディスプ

レイでもプリンタでも点の集まりによって文字や絵を表示します。

日電のパソコンを始め、多くの日本語マシンではディスプレイ上では全角文字を１６ドットで表示

します（１６×１６の点の集まりで１文字を表す）

プリンタのカタログに２４ドットとか４８ドットとか書いてあるのは幾つの点で１文字を表すこと

が出来るかということで、ドット数が多ければ多いほどきれいな文字となります。

普通のプリンタでは１文字を２４ドットで表すため、この文字を横倍角（横方向に２倍の大きさ）

にしても４倍角（横方向に２倍＆縦方向にも２倍）の文字にしても、１文字は同じ２４ドットで表示

されます。このため倍角にすると１つのドットごと拡大されてギザギザの文字となるのです。

○モデムとは

今流行の？ パソコン通信などの通信をするための道具をモデムと言います。

この装置とパソコンの RS-232C（シリアルポート）と呼ばれる端子とをケーブルで結ぶことにより

パソコンから送られてくる信号を電話回線に載せられる信号に変換する役目をもっています。この装

置によってあなたは電話回線の規則を意識せずに回線を使う事が出来るのです。

○マウスとは

最近は WINDOWS（その項参照）など GUI（その項参照）に対応したソフトが流行です。これではい

ちいちキーボードからコマンドを入力することなく、ポインタと呼ばれる矢印の形をしたものを画面

上のコマンドの位置に合わせてボタンを押すだけでそのコマンドが実行できるようになっています。

このポインターを動かす道具がマウスです。形状がネズミに似ているのと動きがネズミのように素

早いためマウスと呼ばれています。

マウスには大抵２個のボタンが付いていますが、そのボタンを押すことをクリックといいます。ソ

フトによってはボタンを続けて２回押さないといけないものがあり、この２回素早くボタンを押すこ

とをダブルクリックといいます。

マウスには大きく分けて２種類あり、マウス専用のコネクタにつなぐタイプのバスマウスとシリア

ルポート（モデムなど RS-232C ケーブルをつなぐコネクタ）につなぐタイプのシリアルマウスがあり

ます。

日電とその互換機ではバスマウスがほとんどですが、ＩＢＭ互換機や東芝機ではほとんどがシリア

ルマウスを使うようになっています。また、ＩＢＭ機とＯＡＤＧのＤＯＳ／Ｖ機ではＰＳ／２マウス

と呼ばれるマザーボード直付けのマウスが多く使われています。

安い道具ですがあると非常に便利なので、最近はパソコンの必携アイテムとなっています。（特に
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ゲームソフトではこれがないと動かないものまであります。）

○トラックボールとは

マウスは動かすことによって底面のボールを回し、それを画面上のポインタの移動に反映させます。

つまり、動かし回すためのある程度のスペース（少なくとも文庫本の大きさ以上）が必要となるわけ

です。ノートパソコンにマウスをつないで新幹線や飛行機の中で使おうとすると、ちょっと苦労しま

す。これに対応するのがトラックボールと呼ばれるポインティングデバイスです。

要するにマウスを裏返して、指先や手のひらでボールを回せる様にしたものです。このデバイス自

体を動かさなくても良いところがミソです。

マッキントッシュのパワーブック（ノート型）にこのトラックボールが搭載されていることから見

てもわかるように、省スペースが要求されるような場面で特に活躍します。もしあなたのパソコン机

がそんなに広くないならば、マウスではなくトラックボールを考えても良いのではないでしょうか。

○ハードディスクとは

非常に大きな畑の事。フロッピーディスクが集まったものと考えて下さい。

最近のソフトは非常に肥大化しフロッピーディスク一枚ではとても納まりきれなくなっており、ハ

ードディスクは必需品となってきました。ＳＡＳＩタイプとＳＣＳＩタイプがあります。

ＳＡＳＩとＳＣＳＩはインターフェイスの違いなのですが、ＳＡＳＩの場合４０ＭＢのハードディ

スクを２台までしか接続できませんが、ＳＣＳＩの場合はＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯディスク（それぞれの

項参照）などＳＣＳＩ対応の周辺機器を８台まで数珠つなぎに接続できるのです。

値段も昔はＳＣＳＩ対応の方が高かったですが、最近はほとんど変わらないためＳＣＳＩタイプが

これからのお買い得となるでしょう。

もう一つハードディスクのカタログを見ているとよく目にする言葉にアクセススピードというのが

あります。これはトラクターの畑を耕すスピードの事だと思って下さい。

つまりファイルの読み書きがこの数値が小さいほど速いという事です。４０ｍｓ（ミリセコンド、

１／１０００秒）より２０ｍｓが、２０ｍｓより１６ｍｓの方が速い事になります。

最近のハードディスクはキャッシュメモリー（その項参照）付きもでており、一概にアクセススピ

ードだけで判断は出来ませんが、もしこれからハードディスクを購入されるのでしたら１００ＭＢ以

上の容量があって、アクセススピードは２０ｍｓ以下で、できればキャッシュメモリーの付いたＳＣ

ＳＩタイプという事になるでしょう。

＊ＣＤ－ＲＯＭとは

音楽用に使われているＣＤ（コンパクトディスク）と全く同じもので、読み出し専用のためＣＤ－

ＲＯＭと呼ばれています。

５インチ版で６００ＭＢ、３.５インチ版で１２０ＭＢの容量を持ちます。
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＊ＭＯディスクとは

ＣＤ－ＲＯＭと違い、書き込みも可能にしたディスク。

光磁気(Magnetic Optical)ディスク。

（つづく）

下調べ辞書 ニュース追加データ

－操作方は簡単です、ぜひ使って下さい－

登録されている辞書、ジャンルなど。（登録件数 一般：１２８,０００件 人名：２７,０００件）

▼植物名、動物名などを登録しました。動植物名は必ず読みがわかるものと信じています。どうぞご

利用下さい。

▼国家公務員のうち高級官僚名及び地方自治体の首長などを登録しました。また、主要公益法人の代

表者なども登録しています。

◇地名・その他の固有名詞

郡名／市区町村名／山岳名／河川名／外国名

／外国都市名／駅名

◇人名

法律家名／戦国人名／落語家／漫画家名／相

撲人名／天皇名／漢字で書かれた西洋人名／

衆参議員名／閣僚名／大使名

◇その他

元号名／年中行事／役職名（江戸時代）／漢

方医学用語／植物名／動物名／昆虫名／鉱物

名／四字熟語／馬術用語／競馬用語／歴史用

語／考古学用語／古墳・墳墓名／遺跡名／暦

／書名（日本の古典）／古文書関係用語／落

語の演題

◎登録辞書（登録中も含む）

『大辞林』

☆『漢字ハンドブック』

『市町村名変遷辞典』地名情報資料室

☆『郵便番号簿』郵政省

『河川よみかた辞典』日外ｱｿｼｴｰﾂ

☆『古文書難語辞典』

『季語集』水原秋櫻子

☆『日本の古典名著総解説』赤塚忠ほか

☆『古典落語事典』永田義直

☆『人物ファイル '93』樺山紘一ほか

☆『戦国人名辞典』高松年一ほか

『知恵蔵'94』 朝日新聞社

☆『日本史用語の基礎知識』武光誠

☆『大江戸おもしろ役人役職読本』

☆『日本考古学小辞典』江坂輝彌ほか

☆『古墳辞典』小林三郎

☆『日本軍隊用語集』寺田近雄

『２０万語よみ方書き方辞典』日外ｱｿｼｴｰﾂ

『法律用語辞典』内閣法制局

［☆印‥登録済み 無印…登録中］
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○ ○掲 示 板× ×

・「理科点訳に関する申し合わせ事項」（点訳例付き）ができました。化学に関する点訳を

される方で、ご希望の方は点字製作係まで。

・毎度おことわりばっかりで、もう「耳がタコになっている」ことだと思いますが、今回も

発行が大幅に遅れてしまいました。大変申し訳ありません。特に早々と原稿をいただいた

方には何とも申し訳ありませんでした。

・新しい点字プリンターと墨字プリンターが入り、フル動員してたまっていた２校用の墨出

しや、点字プリントがようやくできました。せっかく点訳していただいたものが２校の入

口で遅れていたのですがこれで軌道に乗り、スムーズに進めることができるようになりま

した。

・「読み方調べ」の辞書がさらに大きくなりました、人名とあわせて１５万件以上のデータ

が蓄積されています。電子ブックとあわせて利用していただければ、大変便利なツールと

なるはずです。ぜひご利用下さい。

・点訳道場「あなたならどうする」のご意見を募集しています。多くの方に参加いただき、

活気あるものにし、点訳の技術の向上の一助にして行きたいと思います。

塾生募集中！！

・みなさまのおかげで「てんやく広場」の登録データ量が、他の加盟館を圧倒的に引き離し

一位となりました。ありがとうございます。またご協力いただきましたグループの方々も

本当にありがとうございました。ただ単に競争するのが本意ではありませんが、まだまだ

視覚障害者と晴眼者との情報格差は歴然としています。当センターががんばることで、て

んやく広場にいい意味での競争あるいは努力目標ができればと思いがんばっております。

今の水準で満足するのではなく、少しでも提供できる資料が増えればと思っています。

・日本アイ・ビー・エムでは、視覚障害者・ボランティア・福祉施設に対し、同社の製品を

割り引く制度を設けています。この制度を利用して購入を計画されている方は、係りまで

ご一報下さい。証明書を発行します。

・ Windows９５ブームがまき起こり、 Windows抜きにはパソコンのことを語れないようにな

ってきました。『パソコン講座』を連載しているうちにすっかり世の中が変わったような

気がしますが、どっこい、MS-DOSもまだまだ健在。パソコンに興味のある方は、ぜひご覧

下さい。基本的な所は変わっておりません。

× ×○ ○


